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３年生にタブレットが貸与されました。 
３年生の皆さんに、岐阜市から貸与されたタブレット

端末を配布しました。それぞれの端末のパスコード入力

や、Teamsによるオンライン授業の仕方を試しました。予

想していた以上に、スムーズに使いこなすことができて

いました。 

６月２６日（金）には、実際にオンライン帰りの会を行

いました。総合学習の時間には、タブレットを利用して平

和について調べ学習にも取り組んでいます。6 月 25 日

（木）に実施された進路説明会の折に、保護者の皆様にも

利用に関わる説明をしました。 

今後、ICTを活用した学習を進めていきます。ICTを有

益に使いこなし、学びを広げ、深めていきましょう。 

1・2年生は、12月末までに貸与される予定です。 

 

6/19（金）学校運営協議会・支援推進委員会を開

催しました。 
本年度第１回目の「学校運営協議会」と「支援推進委

員会」を開催しました。学校から今年度の学校経営方針

や「新型コロナウィルス感染症」の感染拡大対策につい

てお伝えしました。委員の方からは、「新型コロナウィル

ス感染症」や「ICTの有効利用」「いじめ」等について、

協力的なご意見をいただきました。 

学校、家庭、地域が共に知恵を出し合い、よりよい学校、

子どもたちの笑顔があふれる学校をつくりあげていくた

めに、岐阜市の重点を受け、岩野田中学校の学校評価重点

項目を設定しました。保護者の方には、アンケートでご協

力をいただくことになります。評価項目を裏面に掲載し

ますのでご一読ください。 

 
岐阜市「子どもの学び応援事業」について 
 岐阜市「子どもの学び応援事業」から、岐阜市内小中学

校の児童生徒に「図書カード」が配布されます。「岐阜市

からのメッセージ」「図書カード」は、７月２８日からの

三者懇談時に、保護者の方に直接お渡しします。 

 

「土曜授業」について 
今年度の土曜授業は、以下のように計画しています。 

① 7/4 ② 8/1 ③ 9/5 ④ 9/26 ⑤ 10/17 

⑥ 11/7 ⑦ 11/21 ⑧ 12/12 ⑨ 1/16 ⑩ 2/6 

5月にお知らせした計画と変わっていますので、ご確認く

ださい。なお、今後やむを得ない状況により、変更する場

合もありますのでご了承ください。 

【8月の主な予定】 

日 曜 週 
短

縮 

部

活 
主な行事 

1 土  S  土曜授業 

2 日     

3 月 A S × いじめ０（ゼロ）の日 火曜日課 

4 火 A  × 水曜日課 ⑥全校集会 

5 水    夏季休業日（～２０日） 

6 木    ↓ 

7 金    ↓ 

8 土    ↓ 

9 日     

10 月     

11 火     

12 水     

13 木     

14 金     

15 土     

16 日     

17 月     

18 火    ↓ 

19 水    ↓ 

20 木    ↓ 

21 金 A  × ①全校集会 

22 土     

23 日     

24 月 B S ×  

25 火 B  〇  

26 水 B  × 期末テスト1週間前による部活停止 

27 木 B  ×  

28 金 B  ×  

29 土     

30 日     

31 月 A  ×  
 

 

８/５（水）～２０（木）は、 

学校閉庁期間になります。 
岐阜市の小中学校は、８月５日（水）か

ら２０日（木）の間、学校閉庁日となりま

す。この期間は日直などの勤務をする教職

員を位置付けません。学校閉庁期間中に不

慮の事故等、緊急の連絡が必要な場合は、

岐阜市教育委員会までお願いします。 

岐阜市教育委員会学校指導課 

０５８-２１４-２１９３ 

夜間緊急時対応電話 

０８０－１５９９－３９７０ 

 

なお、「学割」等の発行を希望される場合は、

早めに事務職員に申し込んでください。 



令和２年度    岐阜市・岩野田中学校 学校評価重点項目 

 

岐阜市の重点項目 学校の重点項目 

全職員や地域コミュニティとの協

働による積極的な指導体制を確立

し、「チームとしての学校」を実現す

る 

「新型コロナウィルス感染症」への感染拡大防止を最優先にしたうえで、

地域で生きるという実感を味わうとともに地域が育てる体験活動を工夫

して推進する。 

管理職・いじめ対策監を中心として、よりよい人間関係を育む指導体制を

確立する。 

学習指導要領の趣旨を十分に踏ま

えた社会に開かれた教育課程を編

成・実施・評価し、教育効果の最大

化を図る 

「自分の考えをもつ」「学びを活かした表現の工夫」を通して、主体的・対

話的に学ぶ姿勢づくりを行う。（アゴラ教室・タブレットの活用） 

オンライン学習の職員の研修を行うとともに、積極的に ICTを活用した学

習を取り入れる。 

幼保小連携や小中一貫の考えのも

と、ソーシャルキャピタルを活用し

た学校づくりを推進する 

学習活動の中で仲間との関わりを大切にした「聞く・話す姿勢づくり」を

通して、小中一貫で活動を推進する。 

学校だより、学校のホームページなどで行事予定や生徒の様子を地域に発

信する。 

教育環境と学校財務環境を整備・管

理し、有効に運用する 

生徒にとって必要な掲示の内容を精選するなど、学習に落ち着いて向かう

環境を作る。 

財務や納入金を適切かつ有効に運用できるように努める。（保護者への説

明責任をはたす。） 

災害や事故等、多種多様な非常事態

に対する安全性の確保をする 

安全な学校施設を基盤に、「新型コロナウィルス感染症」の感染防止対策に

重点を置き、学校の新しい生活様式を構築する。 

自ら生命を守ろうとする意識を育てるための知識や方途を学ぶ場を設定

する。 

・命を守る訓練 

・防災学習 

 


